


キラリ☆米原人 田中　茂さん（顔戸）

山に感謝、水に感謝　自然は本当にありがたい　　　　 ３

大きな揺れが来る前に！

この秋スタート 緊急地震速報 ４

まなび と まちづくりの交流点

ルッチ大学 第４期生募集 ６

市政トピックス
・バス交通を見直し・近江地域全域で10月1日から「まいちゃん号」運行開始
・平和の折り鶴26,700羽に
・市政モニターを募集中 ８
地域包括支援センター通信②　食べることで介護予防 10
みんなで考えませんか？
暮らしと人権・同和問題23 差別を許す「同調」と「傍観」 12
まいばら暦－maibara koyomi－　　 13
10月の健康カレンダー　　 14
フレーフレー子育て 16
わたしのゆるり時間に　　　
・図書館だより
・遠山ひろしの3分ストレッチ　 18
米原歴史街道 31 「地蔵盆」の文化財 19
まいばら・まんすりー・れぽーと 20
いっしょに住みよいまちづくり NPOのひろば 13

おうみ地域人権・文化・スポーツ振興会 22
第2回市長とまちかどト～ク [米原市赤十字奉仕団] 23
国民年金のお知らせ／人間ドック助成制度／敬老祝金等の対象者について／
県民手帳の予約受付中／統計調査にご協力を 24
くらしのガイド 26
9月の催しなど　 28

もくじ

9,953 23.64

42,108 -31 20,658 -22 21,450 -9 13,404 8

8

９月の時間外窓口のご案内

実施日s９月13日(木)･27日(木) 19時まで延長
実施窓口s市役所各庁舎窓口
※毎月第2･第4木曜日(祝日の場合は前日の水曜
日)に延長窓口を開設しています。

《取り扱い業務》
・ 住民票･戸籍に関する証明書の発行
・ 印鑑登録申請・印鑑登録証明書の発行
・ 外国人登録に関する証明書の発行
・ 税に関する証明書の発行
・ 税金の納付
・ 125cc未満のバイクの登録
・ 米原市ナンバー(旧町ナンバー含む）の廃車申告
・ 臨時運行許可業務

■問 市民窓口課　1 52－6927 5 52－4539

s固定資産税　第３期
s国民健康保険税　第４期
s保育園保育料　９月分
s介護保険料　第４期
s水道料金　９月分
（７－８月使用量を1／2したもの）
s下水道使用料　９月分
・山東・伊吹・米原地域（７－８月汚水量を1／2
したもの）
・近江地域（６－７月汚水量を1／2したもの）
※口座振替日・納期限10月１日（月）
■問 市民部 収納課（近江庁舎）

1 52－3189 5 52－6930

http://www.city.maibara.shiga.jp/

市役所へのお問い合わせなどは公式サイトの
問い合わせ をクリックしてください。

９月15日号（お知らせ号） ９月14日（金）

納付のお知らせ　９月分
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米原市公式サイト（ホームページ）

次回の広報まいばら発行日は・・・

納税は便利な
口座振替で

今月の表紙

いちばん大きな魚（体長19センチ）を釣ったよ！

８月19日、琵琶湖にまつわる文化や自然を学ぼうと、初めての
「ブルーツーリズム・漁業体験」が行われました。参加者はいぶき子
どもアカデミーの受講者と磯区の子どもたち25人。公民館で磯の歴
史やお祭り、琵琶湖の漁法や外来魚の問題について学んだあと、磯
漁港で釣りを体験しました。わずか1時間の間におよそ200匹のブル
ーギルが釣れ、外来魚の問題の深刻さを改めて感じました。
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山
に
感
謝
、
水
に
感
謝

自
然
は
本
当
に
あ
り
が
た
い

今
日
も
元
気
に
山
歩
き

田た

中な
か

茂し
げ
る

さ
ん
（
顔
戸
）

と
に
か
く
山
に
い
る
と
気
が
晴
れ

ま
す
。
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
え
る
景

色
は
格
別
で
す
し
、
眼
下
一
面
に
広

が
る
雲
海
に
出
会
え
た
時
な
ど
は
最

高
の
気
分
を
味
わ
い
ま
す
。

長
い
間
、
山
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
仕
事

を
超
え
て
本
当
の
山
好
き
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
伊
吹
山
は
も
ち
ろ
ん
、

穂
高
や
乗
鞍
な
ど
の
高
い
山
に
も
登

り
ま
す
が
、
近
所
の
里
山
も
興
味
深

い
と
こ
ろ
で
す
。

里
山
を
散
策
す
る
と
き
も
、
四
方

八
方
に
目
を
配
り
ま
す
。
す
る
と
地

面
に
セ
ミ
の
抜
け
穴
を
見

つ
け
た
り
、
植
物
に
新
し

い
芽
が
吹
い
て
い
た
り

と
、
小
さ
な
発
見
の
連
続

に
心
が
躍
り
ま
す
。

し
か
し
、
う
っ
そ
う
と

木
が
生
い
茂
り
、
暗
く
荒

廃
し
た
山
の
姿
は
痛
々
し

く
、
本
来
の
自
然
の
力
が

損
な
わ
れ
て
い
る
の
を
見

て
残
念
に
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

私
が
幼
い
頃
の
山
は
、

ど
の
山
も
手
入
れ
が
行
き
届
き
、

人
々
の
暮
ら
し
は
山
の
恩
恵
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
毎
年
12
月
初
旬
に
「
山
（
カ

マ
）
の
口
が
開
く
」
日
が
あ
り
、
村

中
が
家
族
総
出
で
一
斉
に
山
に
入
り
、

一
年
分
の
燃
料
（
風
呂
焚
き
や
か
ま

ど
で
使
う
）
や
畑
の
肥
料
に
す
る
た

め
の
落
ち
葉
や
芝
を
集
め
ま
し
た
。

後
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
が
山
の
掃
除
に
な
り
、
今
で
は

貴
重
品
と
な
っ
た
松
茸
の
生
育
を
促

し
ま
し
た
。
し
か
も
落
ち
葉
な
ど
は
、

燃
料
と
し
て
燃
や
し
て
も
石
油
の
よ

う
に
地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
大
量

の
二
酸
化
炭
素
を
発
生
す
る
こ
と
も

な
け
れ
ば
、
肥
料
と
し
て
畑
に
撒ま

い

て
も
収
穫
し
た
野
菜
は
安
心
し
て
口

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
び
と
は
常
に
山
に
感
謝
し
て
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
し
、
山
も
ま
た
人

び
と
の
営
み
の
お
か
げ
で
健
全
な
状

態
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

効
率
性
を
追
い
求
め
る
人
間
の
都

合
だ
け
で
無
謀
な
行
為
を
す
る
こ
と

な
ど
考
え
も
つ
か
ず
、
特
に
だ
れ
か

が
取
り
締
ま
っ
た
り
し
な
く
て
も
、

「
自
然
」
と
「
人
間
の
暮
ら
し
」
と

の
関
係
を
保
つ
”
適
度
な
加
減
“
を

だ
れ
も
が
わ
き
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　
森
林
は
本
当
に
大
切
な
役
目
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
森
が
な
く
な
れ
ば

私
た
ち
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
森
林
を
守
る
た
め
の
活
動
に
は
多

く
の
人
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
の
人
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
自
然
保
護
や

里
山
保
全
を
目
的
と
し
た
活
動
に
は

喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
日
光
寺
の
「
や
ま
ん
ば
の
森
」

な
ど
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
の
里
山

体
験
の
一
助
と
し
て
、
環
境
の
お
話

や
、
森
や
水
の
大
切
さ
、
昔
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
語
れ
る
こ
と
は
私
の
生

き
が
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
、
森
で

の
遊
び
を
満
喫
し
、
私
の
話
に
耳
を
傾

け
、
森
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
先
も
ず
っ
と
そ
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
く
れ
た
ら
と
、
今
日
も
張
り
切

っ
て
山
歩
き
し
て
い
ま
す
。

山
は
気
持
ち
が
い
い

朝
食
前
の
犬
の
散
歩
や
畑
の
水
や
り
が
毎
日
の
日
課
。
自

然
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
86
歳
に
な
っ
た
今
も
山
歩
き
が
趣
味

と
い
う
田
中
茂
さ
ん
。

今
月
は
、
自
然
観
察
指
導
員
や
地
域
学
芸
員
、
里
山
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
30
年
の
経
験
を
持
ち
、「
田
中
さ
ん
と
の

山
歩
き
は
お
も
し
ろ
い
！
」
と
評
判
の
田
中
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

自
然
と
人
び
と
の
暮
ら
し
の
調
和

一
人
で
も
多
く
の
人
に

森
林
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
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米原市 
防災訓練 
　　を実施します 

米原市 
防災訓練 
　　を実施します 

米原市 
防災訓練 
　　を実施します 

伊吹第１グラウンド 

と　き 

と　こ　ろ 

問い合わせ 

１０月１４日（日） 

××で地震が発生しました。○○県、△△県で 
大きな揺れのおそれがあります。 

上
か
ら
物
が
落
ち
て
く
る
ぞ
！ 

み
ん
な
早
く 

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
！ 

ガスの火も 
止めて！ 

（震度４程度の揺れ） 

でも、被害はなさそうだ。よかった… 

今の地震の揺れは大きかったね。 今の地震の揺れは大きかったね。 

大変！ 
緊急地震速報だって！ 

気
象
庁
が
実
施
す
る
「
緊
急
地
震
速
報
」

は
、
震
源
に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知

し
た
ら
、
た
だ
ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
な
ど
を
推
定
し
、

大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
を
見
聞
き
し

て
、
大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る
前
に
防
災
行

動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
に
よ
る
被

害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な
揺

れ
が
始
ま
る
ま
で
は
、
長
い
場
合
で
も
数

十
秒
程
度
で
あ
り
、
震
源
に
近
い
と
こ
ろ

で
は
、
情
報
の
提
供
が
大
き
な
揺
れ
の
到

達
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
な

ど
緊
急
地
震
速
報
に
は
技
術
的
な
限
界
も

あ
り
ま
す
。

昨
年
８
月
１
日
か
ら
、
列
車
の
制
御
や

工
事
現
場
な
ど
で
先
行
的
な
情
報
提
供
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
事
業
者

で
は
す
で
に
緊
急
地
震
速
報
を
用
い
た
防

災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、

情
報
の
利
活
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
年
10
月
１
日
か
ら
は
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る
放
送
を

含
め
、
広
く
み
な
さ
ん
へ
の
提
供
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
緊
急
地
震
速

報
を
被
害
の
防
止
や
軽
減
に
有
効
に
活

用
す
る
に
は
、
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具

の
固
定
な
ど
日
ご
ろ
の
耐
震
対
策
は
も

ち
ろ
ん
、
左
ペ
ー
ジ
の
「
利
用
の
心
得
」

を
理
解
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

緊
急
地
震
速
報

の
し
く
み
や
利
用

の
心
得
な
ど
く
わ

し
く
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
市
民
部
　
防
災
安
全
課
）

市民部防災安全課（近江庁舎）
1５２―６６３０　
5５２―６９３０
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米原市 
防災訓練 
　　を実施します 

米原市 
防災訓練 
　　を実施します 

今の地震の揺れは大きかったね。 

＊ 地震波を観測した４秒後に緊急地震速報を発表すると想定。
＊ 図中★は震央地、○内は緊急地震速報が間に合わない。

[資料：彦根地方気象台]

▼ 琵琶湖西岸断層帯で地震（M7.1）が発生したら…

5秒 

10秒 

15秒 

20秒 

25秒 

30秒 

35秒 

40秒 

45秒 

50秒 

55秒 

60秒 

10秒 

15秒 

20秒 

25秒 

30秒 

35秒 

40秒 

45秒 

50秒 

10秒 

10秒 

15秒 

20秒 

5秒 

●屋外（街）では ●自動車運転中は ●山やがけ近くでは

ブロック塀の倒壊などに注意 あわててブレーキをかけない。
ハザードランプを点灯し、揺れを感じた
らゆっくり停止

落石やがけ崩れに注意

●家庭では ●人がおおぜいいる施設などでは ●エレベーターでは

頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる
あわてて外へ飛び出さない

係員の指示に従い、あわてて出口・階段
などに殺到しない

最寄りの階で停止させ、すぐに降りる

9月は防災月間です 

▼ 東南海地震（M8.1）が発生したら…



地
方
の
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
市
民

や
事
業
者
、
行
政
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
も
と
に
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
、
地
域
全
体
の
意
識
向
上
と

人
材
の
育
成
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ル
ッ
チ
大
学
は
「
学

習
の
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
明
日
の
地
域
を
担
う
人

財
（
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
）
を
育
て
る

市
民
カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
市
が
開
校
し
て
い

る
も
の
で
す
。

特
に
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
期

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
「
地
域
の
課
題
共

有
〜
協
働
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
」
と
い
う

シ
リ
ー
ズ
を
加
え
、
各
テ
ー
マ
に
関
係
す

る
行
政
職
員
や
専
門
家
等
と
と
も
に
、
ま

ち
の
課
題
整
理
と
協
働
の
ポ
イ
ン
ト
を
探

っ
て
い
き
ま
す
。

―
多
彩
な
講
師
陣
と
学
習
形
態
―

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
全
国
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
を
講
師
と
し
て
迎
え
る
ほ
か
、
座
学

だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
視
察

等
、
多
彩
な
学
習
形
態
で
展
開
し
ま
す
。

―
２
年
間
の
学
習
過
程
―

短
期
間
の
講
座
と
は
違
い
、
ル
ッ
チ
大

学
で
は
２
年
間
で
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
学

び
ま
す
。

１
年
目
は
現
代
的
な
課
題
や
ま
ち
づ
く

り
実
践
事
例
を
中
心
に
学
び
、
２
年
目
で

は
、
風
土
を
生
か
し
た
企
画
立
案
や
ま
ち

の
課
題
解
決
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
事
例

研
究
等
を
行
い
ま
す
。
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ル
ッ
チ
大
学
と
は

ル
ッ
チ
大
学
の
特
徴

３つのジャンルで総合的に学習
多彩な講師陣が魅力です！

地域改革の仕掛け人の取り組み事例を学び、まちづくりへのモチベーションを高めると
ともに、実践力をつけるための事例研究を行います。

＊地域改革の仕掛け人
「葉っぱをビジネスに」 横石

よこいし

知
とも

二
じ

氏（㈱いろどり代表取締役副社長）
「式年遷宮と地域づくり」 松山

まつやま

泰久
やすひさ

氏（伊勢神宮式年遷宮プロデューサー)
「夕日のまちづくり」 若松

わかまつ

進一
しんいち

氏 （愛媛大学講師）
＊事例研究 コーディネーター　中奥

なかおく

良則
よしのり

氏（総務省地域再生マネージャー）

まちづくりの具体的手法を学ぶほか、現代的課題への理解を深めます。

＊「まちづくりと情報発信」 佐々木
さ さ き

英和
ひでかず

氏（宇都宮大学生涯学習教育研究センター准教授）
＊「市民参加の教育づくり」 毛受

めんじょう

芳高
よしたか

氏 (NPO法人 アスクネット代表理事)
＊「防災と地域力」 栗

くり

田
た

暢之
のぶゆき

氏 (NPO法人 レスキューストックヤード代表理事)
＊「団塊世代と地域づくり」 興梠

こうろき

寛
ひろし

氏（(財)世田谷ボランティア協会理事長）
＊「キラリ地元企業」 ㈱たねや、油藤

あぶらとう

商事㈱

地域の宝や地域課題について再認識し、それらをいかにまちづくりに取り入れるかを考
えます。

＊「地元学のすすめ」 吉本
よしもと

哲郎
てつろう

氏（地元学ネットワーク主宰）

※その他にも、多数の実践者を講師として迎えます。
※学習内容や講師は変更することがあります。

・ ・ ・ 　 ・ ・ ・ ・ ・
ま な び と ま ち づ く り の 交 流 点

ルッチ大学第４期生募集！
ルッチ大学は、楽しく学びながら人を育てるまちづくり大学です。

この大学での出会いとまなびが、
あなたの人生や地域の可能性をさらに豊かなものへと導きます。

『
人
財
』
と
は
「
人
材
」
を
も
と
に

し
た
造
語
で
、「
人
は
財
産
で
あ
る
」
と

い
う
意
味
を
込
め
て
こ
の
言
葉
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

ひとづくり

まちづくり

風土に学ぶ
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例
え
ば
…

自
治
会
や
地
域
の
グ
ル
ー
プ

企
業
や
行
政
機
関

学
生
の
声

団
塊
の
世
代
の
方

次
代
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
送
り
込
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
後
継
者
育

成
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
大
学
で
築
き
上

げ
ら
れ
た
人
脈
等
の
「
つ
な
が
り
」
が
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
産
に
な

る
は
ず
で
す
。

従
業
員(

職
員)

研
修
の
一
環
と
し
て
、

職
員
の
方
を
派
遣
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
講
師
派
遣
や
調
査
研
究
等
、
ル
ッ
チ

大
学
の
運
営
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。定

年
を
機
に
、
地
域
で
の
生
き
が
い
を

探
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
迷
わ
ず
ル
ッ
チ

大
学
へ
。
あ
な
た
の
知
識
や
経
験
を
生
か

す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

入
試
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い

●
グ
ル
ー
プ
研
究
で
地
域
に
た
く
さ

ん
の
知
り
合
い
が
で
き
た
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
む
う

え
で
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

●
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
自

分
自
身
の
意
識
の
向
上
や
視
野
の

広
が
り
に
つ
な
が
り
、
大
学
に
入

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

●
人
材
育
成
の
場
と
し
て
、
き
っ
か

け
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
今
後
も

ル
ッ
チ
大
学
を
続
け
て
ほ
し
い
。座学だけではなく、地域に出向いてフィールドワーク。

人との出会いやネットワークの広がりが、大学で培え
る財産のひとつ。

ルッチ大学第４期生　募集概要

【お申し込み・お問い合わせ先】 ルッチ大学事務局（教育委員会まなび推進課）
1５５―８１０６　5５５―４０４０　Eメール　manabi@city.maibara.shiga.jp

■学習期間　　平成19年10月～平成21年9月の2年間（全40講義）

■開 講 日 毎月第2・第4火曜日　19時30分～21時30分に開講

■学　　舎　　ルッチプラザ（長岡）
開講日程および場所については、講義内容や講師の都合等により、
変更することもあります。

■募集定員　　40人

■学生資格　　まちづくりに関心がある18歳以上の方で、継続して学習ができる方。
市内外を問いません。

■授業料等　　1年次10,000円／2年次10,000円
現地研修にかかる費用は、別に実費負担となります。

■申込期限　　平成19年10月19日（金）

■そ の 他 詳細の募集要項は、米原市公式ウェブサイトに掲載するほか、市内の公民館
および市庁舎に設置します。
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５
月
に
開
催
さ
れ
た
「
米
原
市
地
域
公

共
交
通
会
議
」
で
は
、
多
和
田
線
の
廃
止

と
新
た
な
公
共
交
通
へ
の
転
換
方
策
に
つ

い
て
協
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
多
和
田
線
を
廃
止
し
、
そ
の
代
わ
り

に
多
和
田
線
沿
線
以
外
の
公
共
交
通
空
白

地
帯
も
カ
バ
ー
で
き
る
方
策
と
し
て
、
近

江
地
域
全
域
に
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
（
ら
く
ら
く
タ
ク
シ
ー
「
ま
い
ち
ゃ
ん

号
」）
を
試
験
的
に
導
入
す
る
案
で
各
委
員

の
方
々
か
ら
合
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
米
原
市
か
ら
木
之
本
町
ま
で

を
結
ぶ
広
域
バ
ス
路
線
（
木
之
本
米
原
線
）

の
一
部
路
線
変
更
（
Ｊ
Ｒ
坂
田
駅
へ
の
新

規
乗
り
入
れ
等
）
に
つ
い
て
の
協
議
も
併

せ
て
行
い
、
合
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
多
和
田
線
（
路
線
バ
ス
）
を
廃
止

Ｊ
Ｒ
米
原
駅
東
口
か
ら
近
江
地
域
多
和
田
集
落
ま
で
運
行
し
て
い
る
多
和

田
線
は
、
９
月
末
日
で
営
業
を
終
え
、
路
線
の
廃
止
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▼
近
江
地
域
全
域
で
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
の
運
行
を
開
始

10
月
１
日
か
ら
近
江
地
域
全
域
で
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
ま
い

ち
ゃ
ん
号
）
の
平
日
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

ご
利
用
方
法
等
く
わ
し
く
は
、
広
報
ま
い
ば
ら
10
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
木
之
本
米
原
線
の
一
部
路
線
を
変
更

10
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
坂
田
駅
の
利
用
促
進
と
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
を
目
的
と
し
て
、
一
部
の
便
で
Ｊ
Ｒ
坂
田
駅
へ
乗
り
入
れ
を
お
こ
な

い
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
長
浜
方
面
行
き
朝
７
時
台
の

便
を
中
多
良
経
由
か
ら
岩
脇
経
由
へ
ル
ー
ト
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
く
ら
が
丘
児
童
の
通
学
バ
ス
と
し
て
一
部
利
用
し
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
等
の
詳
細
は
、
広
報
ま
い
ば
ら
10
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
舟
崎
口
バ
ス
停
留
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す

長
浜
市
が
運
行
し
て
い
る
長
浜
市
内
南
回
り
線
の
見
直
し
に
伴
い
、
10

月
１
日
か
ら
「
舟
崎
口
バ
ス
停
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
利
用
者
の
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

米原市地域公共交通会議

市政トピックス

近
江
地
域
全
域
で
10
月
１
日
か
ら「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」の
運
行
を
開
始

市
内
バ
ス
交
通
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し
た
！

10
月
か
ら
の
見
直
し
内
容

市
で
は
、
今
年
度
「
米
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
新

た
に
設
置
し
、
市
内
公
共
交
通
の
協
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

毎
年
膨
れ
上
が
る
バ
ス
運
行
経
費
の
抑
制
策
と
し
て
定
め
た

「
中
期
的
な
見
直
し
方
針
」
に
基
づ
き
、
市
内
公
共
交
通
の
具

体
的
な
再
編
対
策
を
開
始
し
ま
す
。

バス路線の利用者が極端に少なく、通勤客・観

光客の利用が今後も見込めない路線（多和田線・

カモンバス・藤川線）については、現行の路線バ

スの廃止と、新たな公共交通の必要性や転換方策

について検討を実施します。

この会議は道路運送法の規定に基づいて設置する機関であり、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要な事項を、各関係機関
や市民の代表等と一緒になって協議をおこなう場です。

市内バス路線に関する
中期的な見直し方針（抜すい）
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らくらくタクシー「まいちゃん号」（デマンド型乗合タクシー）とは？

市政トピックス

「まいちゃん号」とは、米原地域のＪＲ米原駅周辺で平成16年10月から運行している完全予約

制の乗り合いタクシーのことです。

一般のタクシー車両を使用していますが、路線バスと同様に予め運行区域（停留所）や運行時刻

が定められており、予約があった時にだけ運行する、

言わば『小型のバス』です。そのため、同じ時刻に複

数の人から予約があった場合は、乗り合わせでご利用

いただきます。

お問い合わせ　政策推進部　総合政策課（米原庁舎） 1５２―６６２６　5５２―５１９５

～広島・長崎・核保有５か国へ～ 

平和の折り鶴 

６月に平和への願いを込めた『平和の折り鶴』
を募集したところ、26,700羽余りの折り鶴が集
まりました。

市では、市政に対するご意見やご提案をお聞か
せいただくための市政モニターを募集しています。
みなさんのご応募をお待ちしています。

みなさんの想いが込められた『平和の折り鶴』は、８

月４日に開催された米原市平和祈念式典で披露した後、

翌５日に市民代表の中学生４人[久米
く め

ひかりさん（米原中）、

大橋
おおはし

佳代
か よ

さん（大東中）、中川
なかがわ

卓哉
た く や

さん（伊吹山中）、北村
きたむら

洋明
ひろあき

さん（双葉中）]の手によって、広島の「原爆の子の像」

に捧げられました。また６日には、市職員が長崎の原爆

資料館に『平和の折り鶴』を届け、その館内に折り鶴を展

示していただきました。さらに７日、市長と教育長がア

メリカ、イギリス、フランス、ロシア、中国の各国大使

館を訪問し、『平和の折り鶴』を届けるとともに、核の放棄

を訴えました。

広島、長崎、核保有５か国大使館へお届けした『平和の

折り鶴』には、それぞれに米原市の『非核・平和都市宣言』

を添えています。

折り鶴に込められ

た平和への願いが

世界各国に届き、

次代を担う若者に

非戦非核の願いが

継承されるよう願

うとともに、ご協

力いただいた市民

のみなさんにお礼

を申し上げます。

ありがとうござい

ました。

（総務部総務課）

１．応募資格
市内に在住の方で、年齢・性別を問わず、市政に

ついて関心をお持ちの方。（ただし、国や地方公共団
体の議会議員や公務員の方は除きます）

２．募集人数
40人（伊吹地域６人以内、山東地域１３人以内、

米原地域１２人以内、近江地域９人以内）

３．委嘱期間　
平成19年10月（委嘱の日）から平成21年3月31日まで

４．主な活動内容
・アンケートへの回答（年２回程度）
・市政への提案や意見の提出（随時）
・市長との意見交換会に出席（任意）

５．応募の締切り ９月７日（金）（必着）

６．応募方法　
市役所各庁舎情報プラザ、市立図書館、各公民館

などに備え付けの応募用紙、もしくは米原市公式サ
イトからダウンロードし、必要事項を記入のうえ郵
送、FAX、またはE-mailで下記までご提出ください。
(※メールのタイトルは「米原市政モニター応募」と
してください）

米原市政モニター 
を募集中！ 

米原市政モニター 
を募集中！ 

米原市政モニター 
を募集中！ 

平成19・20年度 平成19・20年度 平成19・20年度 平成19・20年度 

▲「原爆の子の像」の前で
（広島・平和祈念公園）

応募・お問い合わせ先

政策推進部　情報政策課（米原庁舎）
1５２―６６２７　5５２―５１９５

Eメール　jouhou@city.maibara.shiga.jp
http://www.city.maibara.shiga.jp/
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地
　
域
　
包
　
括
　
支
　
援
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー
　
通
　
信
 

2

「
め
ざ
せ
現
役
・
１
世
紀
」

食
べ
る
こ
と
で
介
護
予
防

高齢者が心身の機能を低下させてしまう最大の原因は「もう年だから」「おっ

くうだから」と、身の回りのことや外出をしなくなることにあります。体や頭

を使わない生活は筋力や意欲を低下させ、やがて要介護状態や認知症を招くこ

とにもつながります。

日常生活のちょっとした工夫で、心身の過度の老化を防ぎ、自分でできるこ

との範囲を広げていくことができます――これが「介護予防」です。介護予防

とは、元気な高齢者がなるべく要介護状態にならないように、そして介護が必

要な人もそれ以上悪化させないようにする取り組みです。

「自分はまだ元気だから介護予防なんて必要ない」と思っていませんか。元気

なうちから介護予防に取り組む必要があるのは、生活習慣病などの病気予防と同

じです。地域包括支援センターでは、生涯を通じて自立した暮らしが送れるよう、

皆さんの暮らしをサポートし、介護予防に関する情報を発信しています。

今回は高齢者の食事についてご紹介します。

「年をとって心身の機能が低下するのは仕方のないこと」と考えてはいませんか？

「もう年だから」は黄色信号

老
化
を
防
ぎ
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
体
の
主
要
な
構
成
成
分
で
あ
り
、

生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
「
た
ん
ぱ
く

質
」
と
、
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
、
毎
日
の
食
事

か
ら
十
分
に
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
食
べ
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
、
毎
日
、

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た
ん
ぱ
く
質
が
十

分
摂
取
で
き
て
い
る
と
、
筋
肉
や
内
臓
の

た
ん
ぱ
く
質
が
保
た
れ
て
、
身
体
機
能
や

生
活
機
能
が
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、
感

染
症
な
ど
の
病
気
に
も
か
か
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
仮
に
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合

も
、
回
復
が
早
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
朝
・
昼
・
夕
の
３
食
を
規
則
正

し
く
食
べ
る
こ
と
で
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

や
神
経
、
臓
器
の
働
き
が
正
常
に
保
た
れ
、

規
則
的
な
生
体
リ
ズ
ム
が
作
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
が
悩
ま
さ
れ
が
ち
な
、
睡
眠
や
便

通
の
リ
ズ
ム
も
お
の
ず
と
整
っ
て
き
ま

す
。高

齢
期
に
な
る
と
か
む
力
や
飲
み
込
む

力
が
低
下
す
る
、
身
体
機
能
の
衰
え
か
ら

買
い
物
や
食
事
づ
く
り
が
困
難
に
な
る
、

脳
梗
塞
・
が
ん
な
ど
病
気
が
あ
っ
て
食
欲

が
低
下
し
や
す
い
、
な
ど
様
々
な
理
由
で

食
事
の
摂
取
量
が
落
ち
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。「
高
齢
者
は
食
が
細
く
て
あ
た
り
ま

え
」
な
ど
と
考
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
食
品
を

た
く
さ
ん
食
べ
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生

活
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
食
べ
る
こ
と
」
は
健

康
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
の
基

本
。
ま
さ
に
介
護
予
防
は
「
食
べ
る
こ
と
」

か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
近
の
研
究
で
食
生
活
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
認
知
症
予
防
や
下
肢
筋
力

低
下
を
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
元
気
な
高
齢
者
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。



骨粗しょう症が気になる人には…

介
護
予
防
が
で
き
る
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
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地域包括支援センター

（山東庁舎　高齢福祉課内）
155－8103 555－8130

「地域包括支援センター」では、
主に次のような業務を行っています。
お気軽にご利用・ご相談ください。

・介護保険の利用についての相談や高
齢者に関する心配ごとの相談など

・要支援認定者の介護予防ケアプラ
ンの作成など

・成年後見制度の活用促進や虐
ぎゃく

待の
早期発見・防止を進めます。

・地域のケアマネジャーの支援など

高齢者に関する
総合相談窓口

①
食
事
は
１
日
３
回
、
欠
食
は
絶
対
に
避
け
る

食
事
を
抜
い
て
し
ま
う
と
、
１
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
を
補
う
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
食
が
進
ま
な
い
と
き
は
、
１
回
の
食
事
の
量
を
減
ら
し
、
１
日
４
〜
５

回
に
分
け
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
食
事
の
時
間
を
規
則
正
し
く

食
事
を
規
則
正
し
く
と
る
こ
と
は
、
睡
眠
と
覚
醒
の
リ
ズ
ム
な
ど
、
身
体
と
心
の
１
日
の

リ
ズ
ム
を
つ
く
る
う
え
で
大
切
で
す
。
そ
の
リ
ズ
ム
が
胃
腸
の
働
き
を
整
え
、
食
欲
を
高
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

③
家
族
や
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
と

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
会
食
は
食
事
の
楽
し
み
を
５
倍
に
も
10
倍
に
も
し
て
く
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
、
１
日
１
回
は
家
族
や
友
人
と
30
分
以
上
か
け
て
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
主
食
を
忘
れ
ず
に

ご
は
ん
、
パ
ン
、
め
ん
類
な
ど
の
主
食
は
１
日
を
活
動
的
に
過
ご
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

⑤
お
か
ず
も
し
っ
か
り

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
お
か
ず
を
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
れ
た
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
食
品
で
あ
る
肉
と
魚
を
１
対
１
の
割
合

で
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
野
菜
も
し
っ
か
り

野
菜
は
緑
黄
色
野
菜
や
根
菜
類
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
種
類
を
食
べ
、
火
を
通
し
て
調
理
し
、

摂
取
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
牛
乳
・
乳
製
品
を
毎
日

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、
元
気
な
高
齢
者
は
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
を
毎
日
と
っ
て
い
ま
す
。

⑧
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
に
あ
っ
た
食
べ
方
を

咀
嚼
（
噛
む
）
や
嚥
下
（
飲
み
込
む
）
の
機
能
低
下
が
あ
る
場
合
は
、
ご
飯
を
お
粥
に
し

た
り
、
お
か
ず
を
一
口
で
食
べ
ら
れ
る
刻
み
食
に
す
る
な
ど
、
食
べ
や
す
く
す
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。
お
茶
や
汁
物
に
む
せ
る
と
き
は
、
市
販
の
と
ろ
み
調
整
食
品
を
利
用
す
る
の
も

方
法
で
す
。

⑩
食
欲
が
な
い
時
は
、
お
か
ず
を
先
に
食
べ
る

ご
飯
に
加
え
、
お
か
ず
で
様
々
な
栄
養
素
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
食
欲
が
な
い
時

は
、
お
か
ず
を
先
に
食
べ
、
少
量
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

認知症が気になる人には…

野菜、果物に含まれるビタミンＣ，ビタミンＥ、ベータカロチンには抗酸化作用
があり、認知症の予防に効果的だということがわかっています。

魚を食べている人は認知症になりにくいことが分かっています。特に、サバなど
の青魚に含まれているＤＨＡやＥＰＡ（不飽和脂肪酸）は脳の神経伝達をよくした
り、脳の血行をよくする働きがあります。

ビタミンCが多く
含まれる食べ物

アセロラ、レモン、いちご、グレープフルーツ、レバー、じゃがいも、さつまいも、
れんこん、キャベツ、チンゲン菜、小松菜、ピーマン、春菊、カリフラワーなど

アボガド、かぼちゃ、玄米、さつまいも、春菊、たけのこ、にら、ピーナッツ、ほ
うれん草、うなぎ、さば、サンマなど
＜βカロチンが多く含まれる食物＞
青ねぎ、アスパラガス、オクラ、かぼちゃ、小松菜、しし唐辛子、春菊、ピーマン、だ
いこん菜、チンゲン菜、にら、人参、パセリ、ほうれん草、トマトなど

ビタミンEが多く
含まれる食べ物

カルシウムの多い食品 生揚げ、いわし丸干し、小松菜、煮干し、牛乳、かぶの葉、木綿豆腐など

ビタミンＫの多い食品 納豆、ブロッコリー、チーズ、レバーなど

魚介類（いわし、かつお、まぐろ等）、干ししいたけ、きくらげなど
※日光に当たることでもビタミンＤは増幅されます。ビタミンＤの多い食品

骨を強くするには、骨の材料となるカルシウムが欠かせません。カルシウムの多い
食品をとることが大切です。また、腸からのカルシウムの吸収を助け、体内のカルシ
ウムの調節を行うビタミンＤ，カルシウムと同様に骨を作る役割をするマグネシウム、
骨へのカルシウム沈着を助けるビタミンＫを併せて取るようにすると良いでしょう。

また、これらに加えて、軽い運動も必要です。運動により適度に骨に力（負荷）
がかかると、骨を作る細胞が活性化し、カルシウムが骨につきやすくなります。
加えて、筋力やバランス力などを養うことができます。高齢期になると筋力の低
下やバランス力の低下などから転倒しやすくなるので、軽い運動は転倒を防ぐこ
とにもつながります。軽い運動には気軽にできるウォーキングがおすすめです。
まずはいつもより多く歩くことから始めましょう。

イワシ、サバ、サンマ、マグロ、ハマチなど
DHAやEPAが
多く含まれる魚
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市政トピックス

連
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
で

伝
え
ら
れ
る
女
性
や
子
ど
も
・
高
齢
者
へ

の
暴
行
事
件
・
・
・
現
代
社
会
の
歪ゆ

が

み
と

も
い
え
る
人
権
を
侵
害
し
た
事
件
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

残
念
な
事
実
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
件

の
中
に
は
周
囲
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る

中
（
公
共
の
場
）
で
起
こ
っ
た
事
件
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
り
、
事
件
を
知
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

こ
の
よ
う
な
行
為
を
阻
止
で
き
な
い
の
は

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
　
ま
た
、
差
別

や
人
権
侵
害
に
気
づ
い
た
と
き
に
「
そ
れ

は
お
か
し
い
と
思
う
よ
」
な
ど
と
指
摘
し

た
り
注
意
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？

自
分
の
意
思
に
反
し
て
い
る
の
に
、
相

手
の
考
え
や
行
動
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
と

い
っ
た
行
為
を
「
同
調
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
周
り
で
対
立
が
起
こ
っ
た

と
き
な
ど
に
そ
れ
を
指
摘
し
て
気
ま
ず
い

雰
囲
気
に
な
っ
た
ら
嫌
だ
か
ら
と
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
た
り
、
無
関
係
を
装
っ
て
離

れ
た
と
こ
ろ
に
身
を
置
い
た
り
す
る
行
為

を
「
傍
観
」
と
い
い
ま
す
。

「
同
調
」
と
「
傍
観
」
は
自
分
を
安
全

な
場
所
に
お
き
た
い
と
い
う
意
識
の
表
れ

で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
「
自
分
は
関
わ

り
た
く
な
い
、
他
人
事
だ
か
ら
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
が
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
の
問
題
に
も
こ

の
こ
と
が
大
き
く
働
い
て
い
ま
す
。

い
じ
め
は
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

に
、
同
じ
行
動
を
と
ら
な
い
と
自
分
が
い

じ
め
ら
れ
る
か
ら
と
一
緒
に
な
っ
て
い
じ

め
た
り
、
自
分
は
い
じ
め
に
加
担
こ
そ
し

な
い
が
、
無
関
係
だ
か
ら
と
い
じ
め
を
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
が
「
同
調
」
と
「
傍
観
」
で
あ
り
、

よ
く
な
い
こ
と
と
わ
か
っ
て
い
て
も
何
も

行
動
に
は
移
さ
ず
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

て
し
ま
う
…
そ
の
行
為
が
い
じ
め
を
さ
ら

に
深
刻
な
問
題
に
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

「
同
調
」
や
「
傍
観
」
は
、
結
果
的
に

差
別
や
人
権
侵
害
を
許
し
、
再
生
産
し
て

い
き
ま
す
。

「
同
調
」
や
「
傍
観
」
を
な
く
し
て
い

く
に
は
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
て
み
る
こ

と
、
そ
し
て
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

正
直
に
表
現
し
、
人
権
侵
害
の
加
害
者
に

対
し
て
気
づ
か
せ
、
反
省
を
促
す
力
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
）
を
身
に
つ

け
る
こ
と
、
人
権
尊
重
と
い
う
意
識
と
行

動
を
共
有
す
る
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

あ
な
た
の
一
歩
が
、
人
権
侵
害
を
な
く

す
た
め
の
大
き
な
一
歩
に
つ
な
が
り
ま

す
。
気
づ
き
か
ら
行
動
へ
、
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

シリーズ 

Vol.23

お問い合わせ　総務部　人権推進課（米原庁舎） 1５２―６６２９　5５２―４５３９

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
人
権
に
関
す
る
問
題
や
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

『
人
権
』
は
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
最
も
尊

重
さ
れ
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

ま
ず
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題
を
考
え
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
を
安
全
な
場
所
に

人
権
侵
害
を
な
く
す
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
考
え
よ
う

差
別
を
許
す
「
同
調
」
と
「
傍
観
」

あ
な
た
な
ら
ど
う
で
す
か

地元駅利用促進統一キャンペーン 地元駅利用促進統一キャンペーン 
地元駅で定期券等を買ってスタンプを３個集めると、 地元駅で定期券等を買ってスタンプを３個集めると、 

9
15 土 

11

11日 

抽選でICOCAまたはオレンジカードが当たる！！ 抽選でICOCAまたはオレンジカードが当たる！！ 

ICOCAまたはオレンジカード 
１等　10,000円分　  　   ５本 
２等　  5,000円分　　   １０本 
３等　  2,000円分　　 １００本 

当たる！！
 

キャンペーン対象駅：米原駅、長浜駅、醒ヶ井駅、近江長岡駅、柏原駅　ほか 

実施期間 実施期間 
キャンペーン期間中に対象駅で定期券や回数券、ICOCAな

どを購入された方に駅員がスタンプを押印します。スタンプが
３つたまったら｢住所・氏名・電話番号｣を記入の上、希望する
賞品を選んで、各駅内に設置した回収箱に投函してください。

■問 鉄道を活かした湖北地域振興協議会　1 65－6603

い
じ
め
に
も
通
じ
る



全国各地で数多く行われている奉納相撲は、神様を崇める日本古来の慣
わしです。神前で「一人相撲」をとるのが一般的で、神様を相手に相撲を
とり投げ飛ばされてしまう様子を表現するなどして、神の威厳や存在の偉
大さを表現します。
市内に伝わる山津照神社と日撫神社の奉納角力は、本当に組み合う相撲
を奉納する米原流。すもうを「角力」と書くのも珍しいのだそうです。

9月 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

子ども茶道教室[山東公民館](13時30分～)
おはなし会[ジョイいぶき](10時～)
おはなし会[山東図書館](14時～)

チケット発売日（10時～）【日野皓正ジャズライブ・島
田洋七講演会】[ジョイいぶき]

心配ごと総合相談[近江やすらぎハウス](10時～12時)
一色悦二　描くよろこび展[近江はにわ館](～30日)

すくすく広場[山東公民館](10時～11時30分)
宮川透園水墨・墨彩画展[醒井水の宿駅](～24日)

薬草ボランティア[ジョイいぶき](8時30分～)

企画展「米原を通ったユダヤ難民～杉原千畝と命のビザ～」
[伊吹山文化資料館](～10月14日)

子ども将棋教室[山東公民館](9時30分～)

講演会「乳がんの薬物療法・再発治療について」[米原公民館](13時～)
子ども将棋教室[山東公民館](9時30分～)

山津照神社奉納角力(11時～)
心配ごと総合相談[三島荘(池下)](10時～12時)

親子でフィットネス[山麓体育館](10時～) 問 ジョイいぶき
こころの相談室[Ｓ・Ｃプラザ](13時30分～)

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

心配ごと総合相談[ゆめホール(三吉)](10時～12時)

秋の全国交通安全運動(～30日)

すくすく広場[山東公民館](10時～11時30分)
子育てふれあいサロン[ジョイいぶき](9時30分～)
おはなし会[近江図書館](11時～)

子ども茶道教室[山東公民館](13時30分～)
おはなし会[山東図書館](14時～)

▲日撫神社の奉納角力

敬老の日　
日撫神社奉納角力・角力踊り(13時～)

薬草を楽しむ会[ジョイいぶき](9時30分～)
こころの相談室[Ｓ・Ｃプラザ](13時30分～)

結婚相談[米原公民館](13時30分～16時)
おはなし会[米原公民館](10時～)

おはなし会[米原公民館](14時～)

太極拳に挑戦[ジョイいぶき](13時30分～)

甲津原農業体験ツアー（～30日）
問 甲津原農業体験事務局　159ー0322

心配ごと総合相談[伊吹健康プラザ愛らんど](10時～12時)

ルッチ大学 第３期生卒業式[ルッチプラザ](13時30分～)

コンサート「サニサイヅミvol.3 in 滋賀」[ルッチプラザ](17時30分～)
子ども将棋教室[山東公民館](9時30分～)

秋分の日
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ma i ba r a  k o yom i

男だって料理[ジョイいぶき](9時30分～)
結婚相談[米原公民館](13時30分～16時)

太極拳に挑戦[ジョイいぶき](13時30分～)
協働セミナー『こうきょう(公共)』って何だろう！？

[米原公民館](19時～)

※こころの教育相談の日程は「フレーフレー子育て（17ページ）」に掲載しています。

近江地域に伝わる奉納角力
ほ う の う ず も う

はこの地ならでは



～１０月の健診は米原・近江地域で実施します～

予防接種 対　　象 実 施 日 受付時間 場　　所

３か月～６か月未満児

持ちもの

BCG

（３か月～７歳６か月未満児で、まだ
２回接種を受けていない児。１回目
と２回目の間は、６週間以上あけて
ください。）

ポリオ

10月５日（金）

10月10日（水）

10月23日（火）

13:00～13:15

13:00～
14:20

米原げんき
ステーション

米原げんき
ステーション

山東健康福祉
センター

◇母子健康手帳　
◇体温計
◇予診票（赤ちゃん手帳内）
を記入しご持参ください

予防接種　
※BCGは月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。 ※診察前の体温は会場で測定してください。
※予防接種を受ける前には「予防接種と子どもの健康（冊子）」を読み、必要性や副反応について理解したうえで
接種してください。

※薬を使用している方は、服薬手帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。

予防接種
【BCG】月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。（予約不要）

＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応について
よく理解したうえで接種してください。

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

種　類 実 施 日 受付時間 場　　所 対　　象 持ちもの・その他

BCG

ポリオ

（秋期）

10月 ６日（金）

10月16日（月）

10月20日（金）

13:00～13:15

13:30～14:20
米原げんき
ステーション

３ヵ月～６ヵ月未満児
３ヵ月～7歳６ヵ月未満児で
まだ２回接種を受けていな
い児（1回目と2回目の間は、
6週間以上あけてください。）

予診票（赤ちゃん手帳内）に記入
のうえ、母子健康手帳、体温計と
ともにご持参ください。

お問い合わせ　健康福祉部 健康づくり課（山東庁舎） 155－8105 555－8130

すでにお届けしています受診票と各種健康診査問診票に必要事項を
ご記入の上、当日持参してください。新たに受診を希望される方は健
康づくり課までお問い合わせください。
日程表は広報まいばら7月15日号をご覧ください。（日程表は健康づく

り課または、各庁舎窓口にもあります。）

健診は受けるだけでなく、気づいていない日頃の生活習慣の問題に
気づき、改善する事が重要です。結果説明会には必ず参加しましょう。

相談を希望される方は
前日までに電話でお申込ください
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《会場について》 場所がわからないときは、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

●健康づくり課　　　　　山東庁舎内（長岡） ●近江保健センター　　　　　 近江庁舎に併設（顔戸）

●山東健康福祉センター　ルッチプラザ内（長岡） ●米原保健センター　　　　　 米原診療所に併設（三吉）

●伊吹保健センター　　　伊吹健康プラザ愛らんど内(春照） ●米原げんきステーション　　 米原庁舎　南隣（下多良）

10月のヘルスアップ　栄養相談
高齢者インフルエンザ

予防接種について　

下記のとおり、高齢者を対象としたイ
ンフルエンザ予防接種を実施します。

実施期間：１０月中旬～１２月下旬
対　　　象：６５歳以上の高齢者
自己負担金：２，０００円
持 ち も の：保険証
実施医療機関：市が指定した医療機関

※接種の際には、必ず事前に各医療機関へ予
約をしてください。くわしくは、広報まい
ばら10月１日号でお知らせします。

ドンドン健診！ドンドン健康！

山東･伊吹地域は９･10月に結果説明会を実施します。
生活習慣病健診

実 施 日 時　間 会　　場 持ちもの

10月１日（月）

10月９日（火）

10月18日（木）

10月24日（水）

10月26日（金）

伊吹健康プラザ愛らんど

米原保健センター

近江保健センター

米原げんきステーション

山東健康福祉センター

・健診結果通知書

・筆記用具

・眼鏡等

9：00～

11：00

日時：９月13日（木）13時30分から
場所：湖北医師会館　2階ホール
講師：おくのこどもクリニック

理事長　　奥野　昌彦 先生

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

「小児の感染症と予防接種」
麻しん・風しん・おたふく風邪・水痘・り

んご病などの感染症について、写真を用いて
解説します。

健康教室のお知らせ

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

参加は自由です。直接会場にお越しください！

食中毒予防の三原則
１． 菌をつけない（清潔・洗浄）
２． 菌を増やさない（迅速・冷却）
３． 菌を殺す（加熱・殺菌）

まだまだ食中毒が発生しやすい季節です。食事や調理の前に
はしっかりと手を洗い、食品の保存方法に注意してください。
また、調理の際にはしっかりと火を通すようにしましょう。
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155 ― 8105（内線164／受付8:30～17:15）
妊娠・出産・育児などに関するご相談、お問い合わせなど、お気軽

にお電話ください。

乳幼児健康診査
健診名（対象のお子さん）

４か月児健診

（平成１９年５月生まれ）

１０か月児健診

（平成１８年12月生まれ）

１歳６か月児健診

（平成１８年 ２月生まれ）

２歳６か月児歯科健診

（平成１７年３月生まれ）

３歳６か月児健診

（平成１６年３月生まれ）

10月５日（金）

10月26日（金）

10月16日（火）

10月18日（木）

10月11日（木）

13：30～14：00
(BCGは13:00～13:15)

13：00～13：30

13：00～14：00

9：30～10：30

13：00～14：00

米原げんき
ステーション

◇母子健康手帳
◇赤ちゃん手帳・バスタオル

◇母子健康手帳・赤ちゃん手帳
◇子どもの歯ブラシ・バスタオル

◇母子健康手帳
◇赤ちゃん手帳
◇子どもの歯ブラシとコップ

◇母子健康手帳、赤ちゃん手帳
◇子どもの歯ブラシとコップ
◇子どもの尿（朝一番の尿を容器に入れてお持ちください）

山東健康
福祉センター

歯科健診がありま
す。歯をみがいてか
らお越しください。

実 施 日 受付時間 健診会場 持 ち も の

※いずれも全市域を対象に毎月１回実施します。 ※４か月児健診はBCG接種も実施します。
※赤ちゃん手帳の中の問診票（対象月）を子どもさんの様子をみながら記入して当日ご持参ください。

広　　場 実　施　日 場　　所 対　　象

赤ちゃん広場

ちびっ子広場

10月３日（水)

10月26日（金）

10月10日（水）

10月17日（水）

伊吹保健センター

近江保健センター

伊吹保健センター お子さんと子育て中の保護者

おもに1歳未満のお子さんとその保護者

実 施 日 会　　場 内　　　　　容

10月３日（水）

10月19日（金）

10月26日（金）

伊吹保健センター

近江保健センター

◇育児不安、ストレス等の悩みや、子どもの成長・発達など、育児についての相談を
お受けします。

◇食事・離乳食についての相談は、栄養士がお受けします。
◇身体計測も行います。

母子健康手帳の交付
妊婦相談

すくすく
ホットライン

健康づくり課・山東健康福祉センター・近江保健センター・米原保健
センター・米原げんきステーション・伊吹保健センターで交付していま
す。妊娠中の心配ごとや、わからないことなどお気軽にご相談ください。

育児相談　

子育てサロン

※時間はいずれも10：00～11：30です。

※プレイルームを開放します。 ※時間はいずれも9：30～12：00です。

［ ］

歯に関すること
※1歳から６歳までのお子さんの誕生月に、
歯科健診と歯科指導が母子ともに無料で受けられます。母と子の強い歯をつくろう運動 -主催：湖北歯科医師会-

事 業 名 実 施 日 持ちもの受付時間 場　　所

1歳児歯科健診

２歳～６歳児歯科健診

10月25日（木）

誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください。

14：00～15：30 長浜市保健センター
◇母子健康手帳　

安心と健康をサポートします 
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子育て支援センター あゆっこ 〒521-0016 米原市下多良146-1 米原市立米原中保育園内
1 52－1114 5 52－5131

あゆっこ開放　

毎週月・水・木曜日
１０時～１１時３０分
おもちゃや絵本があります。
気軽に遊びに来ていただけるお部屋です。

園庭開放　

月曜日～金曜日 １０時～１７時
土曜日　　　　 １０時～１１時３０分
園庭にある遊具や砂場で遊びませんか？

育児電話相談　

1５２－１１１４
毎週月曜日　１３時～１６時３０分
相談員が応じます。
一人で悩まず、まずだれかに話してみて…。

保育室開放

毎週月・水・金曜日　
１０時～１１時３０分
おもちゃや絵本があります。
気軽に遊びに来ていただけるお部屋です。

会場変更のお知らせ　９月のプチランド（親子活動）の会場が変更になりました。ご注意ください。
９月18日（火） 変更前 いぶき認定こども園　→　変更後 伊吹山麓体育館

育児電話相談　

1５８－２００１
毎週月曜日～金曜日　１０時～１５時
一人で悩まないで！
保育者が相談に応じます。

子育て支援センター はなばたけ 〒521-0314 米原市春照1950 いぶき認定こども園内
1 58－2001 5 58－2001

10月の寺子屋ひろば 楽しい行事にいっしょに参加してね。

時　間

１０時～

１１時３０分

実施日時

10月20日（土）

10月27日（土）

子育て支援センター寺子屋
〒521-0242 米原市長岡1167-4 長岡保育園内
1 55－0061 5 55－8222 http://www.nagaokahoikuen.com

園庭開放　

毎週月～土曜日　
１０時～１１時３０分
遊具がたくさんあります。
おうちの人と遊びに来てね。

育児電話相談　

1５５－００６１
毎週月～金曜日 １０時～１７時
一人で悩まないで！
保育士が相談に応じます。

活動内容

やりたいこと、話したいこと
ワイワイ　ガヤガヤ　

みんなで遊ぼう！

地域子育て支援センターだより

園庭開放

毎週月～金曜日
１０時～１５時
園庭にある遊具や砂場などで
のびのび遊びましょう。

日　　時 ① 10月２日（火）10時～11時30分 （受付 ９時45分～）
５日（金）に変更

② 10月９日（火）10時～11時30分 （受付 ９時45分～）
12日（金）に変更

集合場所　 グリーンパーク山東内“すぱーく山東”横の“ふれあい広場”（芝生）

駐 車 場 すぱーく山東横の駐車場（スタッフ誘導有）

持ちもの 水筒、必要に応じて着替え

内 容　　グリーンパーク山東を散策しながら、ポイントコースでカモにえさをやったり、木
の実などを使って製作したり、天狗の丘で遊んだりします。詳しくは当日説明しま
す。お楽しみに！

参加を希望される方は…
９月21日（金）までに
いずれかの子育て支援センターにご連絡ください。

米原市子育て支援センター合同活動 三島池に行こう！！

子育て支援センターはなばたけ　 1５８－２００１
子育て支援センター寺子屋　　　 1５５－００６１
子育て支援センターあゆっこ　　 1５２－１１１４
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子育て講座 ④

紙ひこうきをとばそう！
駄菓子屋のおっちゃんで、紙ひこうきづくりの名人・北村さ

んに紙ひこうきの醍醐味を教わります。紙ひこうきのおもしろ
さを親子で楽しみましょう。

日　時　10月20日（土）10時～11時30分（受付は9時40分～）
会　場　すぱーく米原【免許センター南側（入江）】
対　象　３歳くらい～小学校３年生までの子と保護者
持ちもの はさみ、ホッチキス、写真や切手のついてない古葉書

２～３枚、水筒（お茶）、タオル

★ お申し込みは……10月12日（金）までに
子ども家庭サポートセンターへ【参加無料】

米原市子ども家庭サポートセンター
市役所山東庁舎２階　〒521-0242 米原市長岡1206
1 55－8112 5 55－4040

子どもの「いのち」と「そだち」を守る

子育て中のみなさん！ 一緒におもちゃ
遊びやお絵かき遊びを楽しみましょう。
お申込みは不要です。

おやこサロン

実施日時

持ちもの

10月24日（水）

10月30日（火）

10時～

11時30分

活動内容 時　間会　場

日　時
９月 ４日（火） ９時～12時
９月 ５日（水） ９時～12時
９月 ５日（水）14時～17時
９月 ６日（木） ９時～12時
９月 12日（水）10時～13時
９月 18日（火） ９時～12時

会　場
旧いぶき保育園
近江公民館

旧米原小学校（米原）
勤労青少年ホーム（志賀谷）
旧米原小学校（米原）
旧いぶき保育園

こころの教育相談
専門のカウンセラーが、子どもやその家族が抱える心の問題についてご相談に応じます。
相談時間はひとり約45分で、予約制です。お申込みは子ども家庭サポートセンターへ。

日　時
９月19日（水） ９時～12時
９月19日（水）14時～17時
９月20日（木） ９時～12時
９月26日（水） ９時～12時
９月27日（木） ９時～12時
９月27日（木）14時～17時

会　場
近江公民館

旧米原小学校（米原）
勤労青少年ホーム（志賀谷）

近江公民館
勤労青少年ホーム（志賀谷）

近江公民館

子ども家庭サポートセンターには、次のような相談・支援の窓口があります。
お気軽にご相談ください。

◆「こども家庭相談室」1５５－８１２３（直通・相談専用）
家庭相談員や保健師が、子育ての悩みや発達障がい等についての相談を受けます。相談員や保健師が直接ご家庭へ

伺ったり、専門機関や各種サービスを紹介したりします。

◆「教育相談」1５５－８１１２
不登校やいじめ、学習や進路等、高校生までの学齢期の子どもに関わる相談を受けます。専門の心理カウンセラー

による『心の教育相談』や、学校に行きたくても行けない子どもたちのふれ合いと体験の場：『適応指導教室・みの
り』を実施しています。また市内各小中学校へ、教室へ入れない（入りにくい）子ども等への個別支援スタッフとし
て、計１５名のケア・サポーターを派遣しています。

◆「青少年・若者相談」1５４－５０００（若者自立ルーム「あおぞら」）
非行や思春期の悩み、ひきこもりやニート等の若者やその家族の相談を受けます。
非行や問題行動からの立ち直りやひきこもり等の状態にある若者の自立と就職等の支援を行います。総合人権セン

ターにて米原市少年センターと一緒に活動します。

◆「米原市子ども家庭支援ネットワーク」1５5－8112 または 1５5－8123
子どもたちが家庭や地域で安心して生活し成長できるよう、保育園や学校などの機関や地域の皆さんが手をつなぎ、

子どもたちやご家庭へのサポートを実施します。

部屋いっぱい
お絵かきコーナー
※ 絵手紙「はじめ
の一歩コーナ」
を設けます。

勤労青少年
ホーム（志賀谷）

柏原生涯学習
センター

参加無料

お茶（水筒）、着替えなど必要に応じて
ご用意ください。
※ 絵手紙を体験される方は、細筆（毛筆、絵筆）があればお持ちください。

※ はがき代（100円）が必要です。
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夏
休
み
最
後
の
盛
大
な
行
事
と
い
え
ば

「
地
蔵
盆
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
地

蔵
さ
ん
は
も
と
も
と
民
間
信
仰
の
神
様
で

し
た
が
、
仏
教
の
「
地
蔵
菩
薩
」
と
結
び

つ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
界
の
み
な

ら
ず
、
地
獄
・
餓
鬼

が

き

・
修
羅

し

ゅ

ら

・
畜
生
・
天

と
い
う
六
道
す
べ
て
に
お
も
む
い
て
人
々

を
救
済
す
る
仏
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
地
蔵
盆
は
八
月
二

三
・
二
四
日
の
地
蔵
菩
薩
縁
日
を
中
心
に
、

子
ど
も
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。
近
畿
地
方
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
地
蔵
盆
で
す
が
、
東
海
や
関
東
で
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

お
地
蔵
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
守
り
神
」。

地
蔵
盆
に
は
美
し
く
飾
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
喜
ぶ
お
菓
子
が
供
え
ら
れ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
村
の
あ
ち
こ

ち
の
お
地
蔵
さ
ん
を
巡
り
、

夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
す
。

市
内
で
も
っ
と
も
に
ぎ
や

か
な
の
は
醒
井
の
地
蔵
盆

で
し
ょ
う
。
涼
や
か
な
清

流
沿
い
に
た
く
さ
ん
の
作

り
物
が
飾
ら
れ
ま
す
。
清

流
は
そ
の
名
も
「
地
蔵
川
」。

梅
花
藻
と
と
も
に
、
醒
井

の
夏
は
地
蔵
盆
で
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

醒
井
の
お
地
蔵
さ
ん
に
お
参
り
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
方
は
お
堂
の
中
を
覗
か
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
高
さ
が
二
七
〇

セ
ン
チ
も
あ
る
と
て
も
大
き
な
石
の
お
地

蔵
さ
ん
で
す
。
正
式
名
称
は
「
石
造

せ
き
ぞ
う

地
蔵
菩
薩
半
跏
像

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

は

ん

か

ぞ

う

」
と
い
い
、
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
崗
岩
を
丸
彫
り
し
た
全
国
的
に
も
数

少
な
い
大
形
石
造
仏
で
、
大
形
石
造
仏
と

し
て
は
県
内
唯
一
の
も
の
で
す
。
背
後
の

光
背

こ
う
は
い

に
レ
リ
ー
フ
さ
れ
た
一
〇
弁
の
蓮
の

模
様
が
美
し
く
、
鎌
倉
時
代
の
写
実
彫
刻

の
特
徴
を
よ
く
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

造
ら
れ
た
当
初
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は

地
蔵
川
の
中
に
あ
っ
て
「
尻
冷

し
り
ひ
や

し
地
蔵
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
蔵

川
を
仲
立
ち
と
し
て
地
蔵
尊
と
琵
琶
湖
に

棲す

む
魚
た
ち
と
の
結
縁

け
ち
え
ん

を
行
お
う
と
し
た

た
め
で
、
開
眼
供
養
に
は
禅
爾

ぜ

ん

に

と
い
う
高

僧
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
鎌
倉
時

代
に
、
地
域
の
代
表
的
な
清
流
を
通
じ
て

湖
の
恵
み
に
感
謝
し
、
琵
琶
湖
の
環
境
の

尊
さ
を
考
え
て
い
る
の
で
す
。
文
化
財
と

し
て
貴
重
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
保

全
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
仏
さ
ま
と
も
い

え
ま
す
。
明
治
九
年
に
火
災
に
遭
い
、
お

顔
の
一
部
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
修
さ
れ

て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
醒
井
の
法
善
寺

ほ

う

ぜ

ん

じ

に
は
も
う
一
つ

市
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。「
延
命
地
蔵
縁

起
及
び
三
水

さ
ん
す
い

四
石
并
泡
児

し
せ
き
な
ら
び
に
あ
わ
こ

墓ば
か

由
来

ゆ

ら

い

記
版
木

き

は

ん

ぎ

」

で
す
。
長
い
名
前
で
す
が
、
こ
れ
は
醒
井

の
名
所
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
お
地
蔵

さ
ま
と
三
水
四
石

さ

ん

す

い

し

せ

き

、
泡
児
墓
の
い
わ
れ
を

摺
り
写
し
て
本
に
す
る
た
め
の
版
木
で
す
。

江
戸
時
代
の
後
期
以
降
、
各
地
の
寺
社
・

旧
跡
・
名
勝
地
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
案

内
・
解
説
し
た
『
名
所

め
い
し
ょ

図
会

ず

え

』
が
盛
ん
に

刊
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で

す
。宿

場
町
は
情
報
が
集
ま
り
、
発
信
さ
れ

る
場
で
す
。
こ
の
版
木
の
存
在
か
ら
宿
場

町
醒
井
に
は
、
高
い
印
刷
技
術
と
そ
れ
を

読
め
る
ほ
ど
の
文
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

む
か
し
も
い
ま
も
お
地
蔵
さ
ま
と
の
結
縁

を
願
っ
て
多
く
の
人
が
醒
井
を
訪
れ
ま
す
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

「
地
蔵
盆
」の
文
化
財

▲地蔵菩薩半跏像

県
内
唯
一
の
大
形
地
蔵
仏

宿
場
町
の
高
い
技
術

▲地蔵川での万灯流し（醒井地蔵盆）

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
31



中山道柏原宿で
「第12回やいと祭」（7／29)
「よってみやんせ、やいとの里へ」のキャッチフレーズで
おなじみの“中山道柏原宿やいと祭”が今年も行われ、マ
ーチングバンドの演奏や、子どもたちの合唱で元気よく開
会。街道沿いには足湯コーナーやもぐさ体験コーナーなど
が設けられ、宿場町はゆかた姿の人などでにぎわいました。
日が暮れるとあちこちに行燈

あんど ん

の火が灯され、“ヤイトナリエ”
がスタート。夜空に高く打ち上げられた花火とともにやい
と祭を彩りました。

梅花藻ライトアップ開催　コンサートに真依子さん（7／29）
醒井の梅花藻が見ごろを迎え、今年も７月20日から
29日にかけて、夜の「梅花藻ライトアップ」が実施さ
れました。台風の影響で水かさが増し、期間が予定よ
り短くなりましたが、暑い夏に涼を呼ぶ梅花藻人気は
年々高まり、今年も多くの観光客でにぎわいました。
28日には米原市出身で、kotoを奏でるシンガーソ

ングライターとして全国各地で活躍中の真依子さんに
よるコンサートが行われ、醒井宿の夜がしっとりと更
けました。

姉川アマゴ・イワナ大物釣り大会(7／22)
姉川ダムの上流にある漁区を会場に、姉川上流漁業協同

組合主催の「姉川アマゴ・イワナ大物釣り大会」が開催さ
れました。
今回で第11回目の開催となったこの大会に、今年も大物

をねらって早朝から集まった参加者は63人。一般と子ども
の部のそれぞれで釣った魚の大きさを競い合います。今年一
番の大物は岐阜県土岐市から参加された梅村さんが釣った体
長40センチのアマゴで、大会結果は次のとおりでした。

一般の部
優　勝　梅村

うめ む ら

泰道
や す み ち

（土岐市）
準優勝　渡辺

わた な べ

和美
か ず み

（土岐市）
第３位　中川

なか が わ

実
みのる

（長浜市）

子どもの部
優　勝　池野

い け の

祥弘
あ き ひ ろ

準優勝　草野
く さ の

圭佑
け い す け

第３位　本池
もと い け

英祐
え い す け
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環境フォーラム開催～まったなし！
そのまんまではイカンキョウ～（７／16）
ルッチプラザで、環境にやさしい地域づくりと「環境熱心のま

ち・まいばら」の実現に向けた『環境フォーラム』が開催されまし
た。フォーラムでは龍谷大学教授の竺

じく

文彦
ふみ ひ こ

氏による「ドイツと日本
の環境対策」と題した基調講演や、市内で環境問題に取り組む団体
の代表者によるパネルディスカッションが行われたほか、「ソリュ
ーションfor夢

ふ ぉ ー む

／あん・あん・あん藤川」の皆さんが啓発資料とし
て作成された紙芝居「まいちゃんとたけるくんのごみのふしぎなお
話」を披露されました。
地球温暖化をはじめとする環境問題は、地球規模で取り組む課題
であるとともに、私たち一人ひとりが配慮すべき問題です。会場は
満席で、参加者にとって、環境にやさしいライフスタイルについて
今一度考える機会となりました。
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夏の全国大会で市内の中学生が大活躍
８月16日から20日にかけて、静岡県清水町で開かれた

「全国中学生ホッケー選手権大会」に伊吹山中学校の男女
ホッケー部が今年もアベック出場を果たしました。男子
は惜しくも予選敗退、順調に予選を勝ち進んだ女子は準
決勝で延長戦に突入、結果は３位入賞となりました。
また20日、宮城県利府町で「全日本中学校陸上競技

選手権大会」が行われ、４×100ｍリレーの部で滋賀県
大会第1位に輝いた大東中学校陸上部の６名が出場。予
選３位で準決勝まで進み、惜しくも決勝進出は果たせま
せんでしたが、自己ベストを更新する44″18の記録を残しました。
３年生部員にとっては残り少ない中学生活での大きな舞台。チーム一丸となって戦った汗と涙の夏の大会
は大きな感動を呼びました。（写真は８月13日に山東庁舎で行われた出場激励会）

祝☆全国大会準優勝！！
春照ホッケースポーツ少年団
（８／９～12）
岩手県岩手町ホッケー場で行われた「第29回全国スポー

ツ少年団ホッケー交流大会」で、春照ホッケースポーツ少年
団女子チームが見ごと準優勝しました。予選を１位で通過し、
決勝では前半０対０で引き分けたものの、久保ホッケースポ
ーツ少年団（岩手県）に後半３分に先制され、そのまま試合
終了。惜しくも日本一を逃しましたが、選手たちは練習の成
果を出しきり、全国にその実力を示してくれました。

第42回滋賀県消防操法訓練大会（８／５)
いざという時に備えて、消防ポンプなどの操作方法を訓練し、そ
の技術を競い合う「消防操法訓練大会」が滋賀県消防学校（東近江

市）で開催されました。
米原市を代表してポンプ

車の部に山東中隊・志賀谷
班が、小型ポンプ車の部に伊吹中隊・大久保小泉班の皆さんが出場され、
日ごろの訓練の成果を発揮されました。
災害発生時は、迅速な消防・救急・救命活動が私たちの暮らしの安

心・安全は、消防団員の皆さんの訓練活動に支えられています。選手の
皆さん、暑い中、お疲れ様でした。

天の川ふれあい川まつり（８／５)
地域住民のふれあいや絆を深めようと、毎年夏に

開催されている「天の川ふれあい川まつり」が天野
川・一色橋周辺を会場に今年も開催されました。会
場では鱒の塩焼きやあらい、あら汁など川の恵みを
並べた模擬店や流しそうめんのコーナーが設けられ、
多くの人でにぎわいました。
また川に設けられた囲いの中では魚つかみが行わ

れ、子どもたちは水の中を思う存分走りまわり、ず
ぶぬれになりながらも、うなぎや鱒を追いかけて大
はしゃぎ！　夏休みの素敵な思い出となりました。



特定非営利活動法人 おうみ地域人権・文化・スポーツ振興会 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
う
み
地
域
人

権
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

（
以
下
「
振
興
会
」
と
い
う
。）」
は
、

平
成
18
年
７
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

振
興
会
が
誕
生
し
た
き
っ
か
け

は
、
旧
近
江
町
で
開
催
し
て
き
た

「
お
う
み
元
気
・
文
化
・
人
権
フ
ェ

ス
タ
」
で
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
企

画
運
営
し
て
き
た
市
民
の
「
地
域

住
民
の
中
に
自
発
的
に
生
ま
れ
育

っ
て
き
た
文
化
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
集
ま
っ

て
法
人
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
振
興
会
の
名
称
は
フ
ェ
ス
タ

の
名
称
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

振
興
会
で
は
、
地
域
住
民
が
「
学

ぶ
喜
び
」「
活
か
す
喜
び
」
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
ま
た
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
次
の
５

つ
の
分
野
に
お
い
て
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

①
子
ど
も
支
援
事
業

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

③

青
少
年
・
成
人
・
高
齢
者
向
け

講
座
の
開
催

④

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
実
施

⑤
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

活
動
を
続
け
る
中
で
、
米
原
市

に
お
い
て
近
江
公
民
館
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
、

公
民
館
と
い
う
施
設
の
設
置
目
的

と
、
振
興
会
の
目
指
す
地
域
づ
く

り
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指

定
管
理
者
に
応
募
し
、
平
成
18
年

４
月
か
ら
近
江
公
民
館
を
拠
点
に

活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

核
家
族
化
や
少
子
化
、
家
庭
や
地

域
の
連
帯
感
の
希
薄
化
、
自
然
と
の

隔
離
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
今
の
子

ど
も
た
ち
に
は
体
験
機
会
が
少
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
近
江
公
民
館
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

む
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
わ
ん
ぱ
く

笑
学
公

し
ょ
う
が
っ
こ
う

（
子
ど
も
教
室
）」
を
毎
月
６

回
開
講
し
、
漁
業
体
験(
大
敷
網)

や

里
山
自
然
体
験
、
和
太
鼓
教
室
、
家

庭
料
理
・
お
や
つ
づ
く
り
教
室
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ
て
み
た
い
」

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
希
薄
化
し
て
い
る

異
年
齢
・
異
世
代
交
流
や
異
学
区

交
流
を
図
る
た
め
、
公
民
館
で
集

団
生
活
を
送
る
「
民
泊
体
験
」
や
、

も
の
づ
く
り
な
ど
の
体
験
教
室

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
１

千
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
る
な
ど
、

多
く
の
利
用
者
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

近
江
公
民
館
で
は
、
公
民
館
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
と
も

に
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
施

設
を
目
指
し
て
、
そ
の
機
能
を
フ

ル
に
活
用
し
な
が
ら
、
ど
こ
に
も

例
の
な
い
特
色
あ
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
「
功
名
が
辻
」
の
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
活

か
し
、
今
年
も
「
米
原
市
の
古
き

良
き
文
化
の
再
発
見
」
と
称
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
11
月
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

振
興
会
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
「
地
域
に
誇
り
を
も
ち
地
域
を
愛

す
る
こ
と
」
と
「
人
と
の
つ
な
が
り
」

で
す
。
活
動
を
通
し
て
講
座
の
受
講

おうみ地域
人権・文化・スポーツ振興会 NPO DATA File.0013

■事 業 内 容 ・子ども・ボランティア支援

・文化・スポーツ・まちづくり活動支援

・近江公民館の管理運営　ほか

■活動の拠点 近江公民館

米原市顔戸1,513番地

■問い合わせ 近江公民館

1 52－3483 5 52－3895

生
か
ら
講
師
が
誕
生
し
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
が
拡
大
し
た
り
す
る
な
ど
、

今
、
公
民
館
を
拠
点
に
交
流
の
輪
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役

割
を
最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
、
よ

り
魅
力
的
な
公
民
館
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
提
案
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の

熱
い
思
い
に
よ
り
設
立

子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

公
民
館
施
設
を
フ
ル
に
活
か

し
た
特
色
あ
る
事
業
を
展
開

―
ひ
と
づ
く
り
か
ら
地
域
づ
く
り
へ
ー

▲ 1,057人の応募があった
サマースクール。市内在住
の小学生を対象にさまざま
な体験活動を行い、子ども
たちの交流と規則正しい夏
休みの生活をサポート。

地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
る

公
民
館
を
め
ざ
し
て
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平
尾
市
長
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
地
域
の
様
々

な
情
報
や
課
題
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
市
長
と
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
」。

そ
の
第
２
回
目
が
、
７
月
18
日
（
水
）
米
原
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
、
災
害
時
の
救
護

活
動
や
地
域
の
環
境
美
化
活

動
、
献
血
の
お
手
伝
い
な
ど

幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る
米

原
市
赤
十
字
奉
仕
団
の
委
員

の
方
な
ど
11
人
の
皆
さ
ん

と
、「
こ
れ
か
ら
の
赤
十
字

奉
仕
団
活
動
と
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い

ま
し
た
。
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赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
を
始
め
、
自

分
た
ち
の
日
々
の
活
動
が
世
界
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

と
い
う
話
や
「
災
害
の
救
援
金
や
義
援

金
、
活
動
資
金
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
一
円
募
金
の
活
動
が
、
国
内

の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
人
々
の
助
け
の

一
端
と
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
や
り

が
い
や
喜
び
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
日

頃
の
活
動
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
て
い
る

熱
い
思
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、「
団
員
が
高
齢
化

し
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
い
る
。

男
性
や
、
若
い
方
に
も
活
動
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
近
年
、
団

員
の
高
齢
化
や
減
少
が
進
み
つ
つ
あ

る
現
状
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
平
尾
市

長
は
「
何
か
を
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
市
民
は
い
る
が
、
地
域
デ
ビ
ュ

ー
の
き
っ
か
け
が
な
く
活
動
を
し
て

い
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
赤
十

字
奉
仕
団
の
活
動
を
市
が
一
緒
に
P

R
す
る
こ
と
で
役
割
を
果
た
せ
る
の

で
は
」
と
述
べ
、
団
塊
の
世
代
を
含

め
た
男
性
の
積
極
的
な
参
加
の
重
要

性
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
市
長
は
「
こ
の
先
、
人
口
が

減
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

団
員
の
減
少
は
課
題
だ
が
、
組
織
が

小
さ
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
き
め
細

や
か
に
質
の
い
い
活
動
が
で
き
る
時

代
に
入
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
。」

と
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
活
動
の

必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
か
ら

「
赤
十
字
奉
仕
団
は
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
の
で
、
進
ん
で
様
々
な
活
動

が
で
き
る
。
行
政
も
私
た
ち
の
よ
う

な
団
体
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
市

長
か
ら
は
「
災
害
時
に
は
行
政
は
道

路
や
通
信
、
医
療
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

(

社
会
資
本)

を
立
ち
上
げ
る
の
に
時
間

が
か
か
る
。
そ
の
と
き
に
力
に
な
る

の
が
地
域
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
赤

十
字
奉
仕
団
は
医
療
も
救
護
も
で
き

る
組
織
で
あ
り
、
地
域
の
事
情
を
細

か
く
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
頃

の
活
動
は
も
と
よ
り
災
害
時
に
も
大

い
に
ご
活
躍
頂
き
た
い
」
と
述
べ
、

市
防
災
行
政
と
の
連
携
の
重
要
性
を

述
べ
ま
し
た
。

平
尾
市
長
は
最
後
に
「
今
の
時
代

に
生
き
て
い
る
私
達
は
、
次
の
時
代

を
担
う
子
ど
も
達
に
ど
う
い
う
人
間

に
育
っ
て
ほ
し
い
か
に
つ
い
て
、
責

任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

優
し
さ
を
受
け
た
子
ど
も
は
優
し

い
人
に
な
る
。
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
受

け
て
育
っ
た
子
ど
も
は
愛
情
を
注
げ

る
人
に
な
る
。
こ
の
ま
ち
に
優
し
い

人
が
い
る
。
こ
の
ま
ち
を
好
き
だ
と

い
う
人
、
こ
の
ま
ち
や
人
の
た
め
に

頑
張
る
人
が
い
る
。
こ
れ
を
見
せ
る

こ
と
以
外
に
「
人
」
を
育
て
る
方
法

は
な
い
と
思
う
。
助
け
合
い
の
心
、

優
し
い
心
を
も
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ピ
リ
ッ
ト
の
も
と
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
赤
十
字
奉
仕
団
の

皆
さ
ん
は
、
次
の
世
代
を
担
う
世
代
、

子
ど
も
達
に
、
も
っ
と
そ
の
活
動
や

振
る
舞
い
を
見
せ
て
あ
げ
て
欲
し

い
。」
と
述
べ
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
今

後
一
層
の
積
極
的
な
活
動
展
開
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

世
界
に
つ
な
が
る
活
動

大
き
な
使
命
感

次
の
時
代
を
担
う
人
の

心
を
ど
う
育
て
る
か

団
員
が
高
齢
化
・
減
少
…

市
防
災
行
政
と
の
連
携
を
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年
金
時
効
特
例
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

国

民

年

金

の

お

知

ら

せ

７
月
６
日
、「
年
金
時
効
特
例
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
年
金
記
録
に
訂
正
が
あ
り
、
そ
の
結
果
年
金
が
増
額
し
た
場
合
で
も
、

時
効
消
滅
に
よ
っ
て
直
近
５
年
間
分
の
年
金
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
た
び
の
法
の
施
行
に
よ
り
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
増
額
分
（
時

効
消
滅
し
た
分
を
含
む
）
が
、
ご
本
人
ま
た
は
遺
族
の
方
へ
全
額
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

支 給 対 象 と な る 方

Ⅰ 法律施行前に年金記録が訂正されている方

Ⅱ 法律施行後、年金記録が訂正される方

①年金記録の訂正により、年金額が増えた方
年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期間さかのぼっ

て支給されます

②年金記録の訂正により、年金受給資格が確認され、新たに年金
をお支払いすることとなった方
年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期間さかのぼっ

て支給されます

③ ①②に該当する方が死亡の場合には、そのご遺族の方
未支給年金の時効の消滅分が支給されます

＊ご遺族の範囲は、死亡当時、生計を同じくされていた方に限り、

配偶者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の順となります。

＊未支給年金とは、年金を受けられる方が死亡したときに、まだ

その方への支給が済んでいなかった年金のことです。

①年金記録が訂正された結果、Ⅰ①～③と同様に年金額が増える方
増額された年金や未支給年金が全期間分支給されます

年
金
記
録
訂
正
に
つ
い
て

●
必
要
な
手
続
き

法
律
施
行
前
に
お
い
て
、
年
金
受
給

開
始
後
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た

受
給
者
の
方

簡
単
に
手
続
き
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
記
載
事

項
を
印
字
し
た
用
紙
が
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
順
次
発
送
さ
れ
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法
律
施
行
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ

れ
る
方

記
録
訂
正
の
手
続
き
以
外
に
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
記

録
の
訂
正
に
合
わ
せ
て
自
動
的
に
事

務
処
理
が
な
さ
れ
、
５
年
を
経
過
し

た
分
の
年
金
額
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

年
金
受
給
者
の
場
合

・
基
礎
年
金
番
号
と
年
金
コ
ー
ド
が
確

認
で
き
る
も
の
（
年
金
証
書
、
振
込

通
知
書
な
ど
）

未
支
給
年
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

ご
遺
族
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合

・
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
基
礎
年
金
番
号

・
年
金
コ
ー
ド
が
確
認
で
き
る
も
の

（
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
）

・
手
続
き
を
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
振
込
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
の
預

金
通
帳

未
支
給
年
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

ご
遺
族
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合

・

必
要
な
書
類
等
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
代
理
の
方
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は
委

任
状
（
任
意
様
式
で
可
）、
代
理
の
方

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　

1
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

年
金
給
付
課

1
０
７
４
９
ー
２
３
ー
１
１
１
６
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米原市国民健康保険では、加入者の皆さんの疾病の早期発見・

予防のため、人間ドックにかかる費用の半額を助成しています。

高齢者の方に敬意を表するとともに、長寿をお祝いするため、

市では次の給付事業を行っています。

今年度の敬老祝金・米寿記念写真助成券等の贈呈対象者は、平

成19年９月１日現在において市内に居住されている、満年齢で85

歳・88歳・90歳・95歳・99歳・100歳を迎えられた方で、住民

基本台帳に記載のある方または外国人登録原票に登録のある方と

なっています。

※ なお、基準日（９月１日）以降に対象年齢に到達される方は、次年度の対
象となります。

就業構造基本調査とは
この調査は、全国の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的

に、本年10月1日現在で全国一斉に実施されます。
米原市では国から指定のあった下記の地区において、統計的手法に

より選定した世帯の15歳以上の世帯員を対象に調査を実施いたしま
す。９月中旬から、統計調査員※が調査の対象となった世帯を訪問し
ますので、対象となられた世帯の方のご協力をお願いいたします。

調査内容を説明の上、調査票の記入依頼をお願いし、後日、約束させて
いただいた日時に調査員が再度、対象世帯を訪問して調査票を回収させて
いただきます。
※ 統計調査員は知事からの委嘱を受けた者であり、身分を証明する「調査員証」を携帯しています。

提出された調査票の秘密は厳重に守られます。調査内容は統計以外の目
的には絶対に使用されません。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

調査地域

調査対象

ただいまチラシを回覧中です。お申

込みは回覧チラシのお申込欄に記入い

ただくか、最寄りの庁舎窓口へお申込

みください。
※ 申込締切は９月２８日（金）です。
※ 配本予定は11月下旬です。

JAレーク伊吹農協（JA滋賀厚生連）が
実施するドック健診も助成対象に！
ＪＡの組合員でない方も受診できます。

健診日時（いずれも９時～11時）
①９月11日（火）・12日（水）・13日（木）
②11月30日（金）

健診場所（検診車で行います）
①ＪＡレーク伊吹六荘支所（市立長浜病院の北側）
②ＪＡレーク伊吹本所（宇賀野）

助成の対象となる健診
ＪＡドック（健診料17,850円のうち半額を助成）

予約問合せ先
ＪＡレーク伊吹営農課（1５２－６５３２）

●対象・条件
国民健康保険に加入している方で、国民健康保険税を完納されている方
※ 今年度、既に助成を受けられた方、国民健康保険税に未納のある方は、助成の対象となり
ませんのでご注意ください。

●助成を受けるには・・・
① 下記契約検査機関へご自身で直接、お申し込みください。
② 申込みの後、受診される前に「国民健康保険人間ドック助成申請書」を提出してください。
申請書様式は、米原市役所の各庁舎窓口、各行政サービスセンターにありますので、国民
健康保険被保険者証と印鑑をお持ちの上、申請にお越しください。

人間ドックのご予約・お問い合わせ先は・・・
市立長浜病院168-2335・長浜赤十字病院168-3305・友仁山崎病院10749-23-1929

国保加入の皆さんへ　人間ドック助成制度のお知らせ

平成19年度 米原市敬老祝金等の対象者について

2008年版 県民手帳など予約受付中！ 就業構造基本調査にご協力を

■問 市民部 医療保険課 国保担当（近江庁舎）1 52－6922 5 52－8730

■問 健康福祉部 高齢福祉課（山東庁舎）1 55－8103 5 55－8130

■問 政策推進部 情報政策課（米原庁舎）
1 52－6627 5 52－5195

■問 政策推進部 情報政策課（米原庁舎）1 52－6627 5 52－5195

●敬老祝金贈呈対象者（生年月日）
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●米寿記念写真助成券贈呈対象者（生年月日）

８８歳

大正10年（1921年）９月 ２日から
大正11年（1922年）９月 １日まで

大正 ７年（1918年）９月 ２日から
大正 ８年（1919年）９月 １日まで

大正 ５年（1916年）９月 ２日から
大正 ６年（1917年）９月 １日まで

明治44年（1911年）９月 ２日から
大正 元年（1912年）９月 １日まで

明治40年（1907年）９月 ２日から
明治41年（1908年）９月 １日まで

明治40年（1907年）４月 １日から
明治41年（1908年）３月31日まで

大正 ７年（1918年）９月 ２日から
大正 ８年（1919年）９月 １日まで

●県民手帳
500円／滋賀県統計協会 編集・発行
●新農家暦　
480円／（財）農林統計協会 発行
●農業日誌　
予約特価1,400円（定価1,540円）／
（社）全国農林統計協会連合会 編集・発行
●ファミリー日誌
予約特価1,400円（定価1,540円）／
（社）全国農林統計協会連合会 編集・発行

長岡、本郷、井之口、池下、柏原、梓河内、間田、藤川、
米原、番場、醒井、枝折、顔戸、世継、新庄　の一部
調査の対象となった世帯の15歳以上の方



一生に一度の思い出に残る成人式を
実行委員の仲間たちと一緒に企画・運
営してみませんか？
対象s市内在住で昭和62年４月２日～
昭和63年４月１日生まれの方

募集人数s10人程度
申込締切s９月28日(金)
■■■申・■問 市教委　まなび推進課(山東庁舎)
1 55－8106 5 55－4040
manabi@city.maibara.shiga.jp

日時s9月29日(土)
13時30分～16時30分

会場s長浜市民交流センター
定員s150人(先着順)
受講料s無料
申込方法s氏名と住所を郵送・電話・
またはＦＡＸ等で下記まで

※ 締切は9月25日(火)
■■■申・■問 長浜米原東浅井介護保険運営協議会
1 65－1145 5 68－0263

コミュニティビジネスの仕組みや成
功の秘訣を、講演や展示などを通じて
さまざまな角度から考えます。
日時s9月13日(木)・14日(金)10時～
(講演会は13日13時30分～)
※『滋賀ビジネスパートナー2007』も
同時開催
会場s県立文化産業交流会館
参加費s無料
定員s100人(要申込・先着順)
■■■申・■問 (財)滋賀県産業支援プラザ
1 077－511－1413
5 077－511－1418 

日時s9月21日(金)～23日(日)10時～21時
（23日は19時まで)
会場sアル・プラザ長浜
展示内容s絵画、造形など135点を展示
■問 滋賀県立長浜養護学校
1 63－9721 5 65－1345

日時s９月９日(日) 13時～16時
会場s米原公民館　２階研修室
参加費s1,000円
■問 乳がん患者会・あけぼの滋賀(竹林)
1 52－1173 5 52－9165

人権・行政・心配ごと等、市民のみ
なさんのさまざまな相談に応じます。
相談は無料で、秘密は厳守されます。
時間はいずれも午前10時から正午まで。

■問 市 社会福祉課（山東庁舎）
1 55－8102 5 55－2406

毎月第２木曜に「法律相談」を実施
しています。相談員は弁護士で、解決
の糸口となるよう、初回相談に応じて
います。秘密厳守・要申込。
日時s９月13日（木）10時～12時　
場所sゆめホール(三吉)
料金s1,500円　※１回30分以内
■■■申・■問 社会福祉協議会本所
1 54－3105 5 54－3106

毎月第２・第４水曜に開設していま
す。ＤＶやセクハラなど、暮らしの中
での「女性問題・男性問題」について、
女性相談員が相談に応じます。
日時s９月12日(水)・26日(水)
13時30分～15時30分
場所sＳ・Ｃプラザ
※前日までにご予約ください
※相談は無料、秘密厳守、男女を問わ
ず受け付けています。
■■■申・■問 Ｓ・Ｃプラザ内　男女共同参画センター
1 54－2444 5 54－3033

市では、結婚相談所を「毎月第２・
第４木曜日」に開設しています。お気
軽にご相談ください。相談は無料です。
日時s９月13日（木）・27日（木）
13時30分～16時
場所s米原公民館
■■問 市 農林振興課（伊吹庁舎）
1 58-2228 5 58-1719
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結婚相談

相談日 会　場
9月11日(火)
9月18日(火)
9月25日(火)
10月 2 日(火)

三島荘（池下）
ゆめホール（三吉）
愛らんど（春照）
やすらぎハウス（顔戸）

心配ごと総合相談

法律相談

男女共同参画「こころの相談室」

2008年成人式実行委員募集

第2回福祉のまちづくり講座
「地域で生きる～地域で支え
る介護をめざして～」

『しがコミュニティビジネス
フォーラム』開催

ときをこえてつなぐもの
長浜養護学校作品展開催

講演会～乳がんの薬物療法・
再発治療について～

少年に関する悩み事は・・・
米原市少年センターへどうぞ

1 ５４－５０００

会話を増やし、
家族の絆を深めましょう。
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全国一斉「子どもの人権110番」強化週間　９月17日（月）～23日（日）
子どもの人権１１０番　7０１２０－００７－１１０（大津地方法務局人権擁護課内）



９月18日（火）、９月25日(火)は、県
立文化産業交流会館が休館日のため、
休業させていただきます。なお、大津
の窓口は通常どおり開設します。
■問 滋賀県パスポートセンター
1 077－527－3323
5 077－527－3329

市では、ごみの減量と資源の有効活
用を図る住民活動の育成を目的に、大
型生ごみ処理施設を運営する自治会を
募集します。(生ごみ処理施設及び建屋
は貸与します)
内容
・協力世帯が50世帯以上の自治会が対象
・５年以上の運営継続が前提
・設置費用は自治会負担
・耐用年数内(平成24年度まで)は維持
管理費を補助

※既存施設のある、伊吹地域、柏原
区・長岡区・梓区・池下区の自治会
は対象外

※選考により採用は１自治会
※申込締切は９月30日(日)
■申・■問 市　環境保全課(伊吹庁舎)
1 58－2230 5 58－1630

カモンカンパニーは表現を楽しみな
がら演劇を作っていくグループです。
３月にルッチプラザでおこなう成果発
表会に向け、参加者を募集しています。
どなたでもお気軽にご参加ください。
ワークショップs10月からのスタート
(約15回)
発表公演日s３月16日(日)
参加費s3,000円
■■申・■問 カモンカンパニー　(中村)
1 090－3849－5078 
kamokan310@hotmail.com 

http://www.geocities.co.jp/kamokan310/

フリーマーケットを通して、学生や地
域の皆さんとの交流を深めませんか？
日時s10月6日(土)・7日(日)
10時～16時
募集区画s全24区画で先着順
(1区画…2ｍ×2ｍ)
出店料s1区画 500円 (2日間使用でも同額)
応募方法s往復はがきに「①氏名②住
所③携帯番号④人数⑤出店物の内容
(調理販売不可、野菜・果物の販売は
可)⑥出店希望日(７日・８日・両日)
⑦希望区画数(２区画まで)を記入の
上、下記まで
※締切は９月14日(金) 必着
※電話での申込不可
■■申・■問 聖泉大学万聖祭実行委員　
〒521-1123 彦根市肥田町720番地

1 0749－43－7512
5 0749－43－5201

シルバー人材センターは健康づくり
や仲間づくり、少々の小遣いづくりな
ど「高齢者の生きがいづくり」を応援
します。市内在住の60歳以上の方で、
健康で働く意欲のある方ならどなたで
も入会できます。入会説明会を行って
いますので、一度下記までお問い合わ
せ下さい。

剪定・除草・掃除・施設管理・家屋の
修繕・筆耕（宛名書き）・福祉家事援
助サービス
■■申・■問 （社）米原市シルバー人材センター
1 55－0495 5 55－0911

会期s10月10日(水)～14日(日)
出展資格s高校生以上
部門s絵画・彫刻・工芸・書・写真
※作品はすべて未発表のもので、絵画
と写真は米原をモチーフにしたもの
に限る
搬入日時s9月21日(金)9時30分～20
時・22日(土)9時30分～12時
搬入先s山東公民館
出品料s1点　500円
※申込書の配布場所は、各公民館・各
庁舎・ルッチプラザ・ジョイいぶ
き・山東Ｂ＆Ｇ海洋センター 他
■問 市教委　まなび推進課(山東庁舎)
1 55－8106 5 55－4040
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カモンカンパニー「2008演劇
ワークショップ」参加者募集

車のことなら
全てお任せください

〒521-0314 滋賀県米原市春照658-6  TEL.0749-58-0250(代)
FAX.0749-58-0556

広　告

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

聖泉大学学園祭「万聖祭」
フリーマーケット出店者募集

パスポートセンター（米原）
休業日のお知らせ

循環型生活始めませんか？
～大型生ごみ処理施設の運
営自治会を募集～

米原市シルバー人材センター
会員募集

第2回米原市芸術展覧会作品募集
～米原の風景と子どもたち～

≪シルバー人材センターで請負っている仕事の例≫
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